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安
心
し
て
住
め
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
る
川
名
康
介
県
議

（
鴨
川
市
・
南
房
総
市
・
安
房
郡
選
出
、
2
期
）
は
2
月
県
議
会
予
算
委
員
会
で

質
問
に
立
ち
、
千
葉
県
や
地
元
の
南
房
総
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
県
担

当
者
に
尋
ね
ま
し
た
。
複
数
の
市
町
村
が
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
共
有
し
て
事

務
が
効
率
的
に
進
む
よ
う
、
現
在
、
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
川
名
県
議
は
県
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
、
ま
た
、
団
員
の
減
少
が
目

立
つ
消
防
団
へ
の
若
者
の
加
入
促
進
策
を
県
の
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た
。
川
名

県
議
の
質
疑
と
県
担
当
者
の
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

を
目
標
時
期
と
す
る
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
な
ど
は
専
門
知
識

を
有
す
る
人
材
不
足
に
悩
む
市

町
村
の
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

県
で
は
令
和
４
年
度
当
初
予

算
に
市
町
村
デ
ジ
タ
ル
推
進
支

川
名
委
員　

県
民
が
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
を
実
感
す
る
た
め
に
は
、

県
だ
け
で
は
な
く
、
市
町
村
で

も
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
令
和
７
年
度

課
長　

県
で
は
、

情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
な
ど

に
つ
い
て
、
市
町

村
ご
と
の
進
捗

状
況
等
を
年
３

回
程
度
、
把
握

す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
に
、

民
間
の
デ
ジ
タ

ル
専
門
人
材
を

活
用
し
な
が
ら
、

市
町
村
が
抱
え

る
課
題
に
対
し

て
、
市
町
村
の

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
助

言
等
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

援
事
業
を
計
上
し
て
い
る
。
そ

こ
で
う
か
が
う
が
、
市
町
村
が

行
う
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
・
業
務
改
革
担
当

川
名
委
員　

有
害
鳥
獣
の
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
そ
の

解
決
策
の
一
つ
は
捕
獲
の
強
化

を
図
り
、
頭
数
を
減
少
す
る
こ

と
と
考
え
る
。
捕
獲
の
担
い
手

と
な
る
狩
猟
免
許
取
得
者
を
増

や
す
た
め
の
試
験
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度
及
び
３

年
度
の
試
験
の
実
施
状
況
は
ど

う
か
。

自
然
保
護
課
長　

令
和
２
年

度
の
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て

ま
す
。

川
名
委
員
　
市
町

村
と
一
口
に
言
っ
て
も

規
模
に
か
な
り
大
き
な
差
が

あ
る
。
３
回
程
度
の
把
握
が
、

各
市
町
村
に
と
っ
て
適
当
か
ど

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、

試
験
回
数
を
元
年
度
の
年
８
回

か
ら
年
４
回
に
縮
小
す
る
と
と

も
に
、
１
回
の
受
験
定
員
を
最

大
１
２
０
名
か
ら
50
名
に
減
ら

し
、
抽
選
に
よ
り
受
験
者
を
決

定
し
ま
し
た
。

３
年
度
は
、
感
染
防
止
に
努

め
つ
つ
、
試
験
回
数
を
年
８
回

に
戻
し
、
１
回
の
受
験
定
員
を

60
名
と
し
て
実
施
し
、
受
験
者

う
か
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
思

う
。
支
援
は
市
町
村
の
実
情

に
寄
り
添
う
こ
と
が
重
要
。

弾
力
的
か
つ
効
果
的
な
事
業

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望

す
る
。

川
名
委
員　

県

職
員
の
労
働
時
間

の
短
縮
は
職
員
の

心
身
に
渡
る
健
康

の
保
持
増
進
、
職

員
の
士
気
に
も
大

き
く
影
響
す
る
。

な
に
よ
り
も
限
ら

れ
た
職
員
を
大
切

に
取
り
扱
う
こ
と

に
つ
な
が
る
。

そ
こ
で
う
か
が

う
が
、
過
去
５
年

間
の
職
員
の
時
間

外
勤
務
の
状
況
と
、

業
務
量
が
増
加
し

た
場
合
の
対
応
状

況
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

知

事
部
局
に
お
け
る
直
近
５
年

間
の
職
員
一
人
当
た
り
の
年
間

平
均
時
間
外
勤
務
の
状
況
は
、

平
成
28
年
度
の
１
０
５
・
３
時

間
か
ら
平
成
30
年
度
の
１
２

３
・
８
時
間
ま
で
は
、
微
増
傾

向
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
度
は
１
８
７
・
２
時

間
、
令
和
２
年
度
は
１
８
１

時
間
と
大
き
く
増
加
し
ま
し

た
。令

和
元
年
度
に
は
台
風
等
の

大
規
模
災
害
、
令
和
２
年
度
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、

業
務
量
が
増
加
し
ま
し
た
が
、

全
庁
的
な
人
員
の
応
援
や
再
配

置
な
ど
を
速
や
か
に
行
い
、
職

員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

の
決
定
は
、
前
年
同
様
、
抽
選

に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

川
名
委
員　

令
和
４
年
度
の

試
験
は
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る

の
か
。

自
然
保
護
課
長　

令
和
４
年

度
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、
受
験
希
望
者

の
受
験
機
会
が
確
保
で
き
る
よ

う
、
試
験
回
数
や
受
験
定
員
の

見
直
し
を
含
め
、
現
在
、
実
施

方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

川
名
委
員
　
免
許

取
得
者
を
増
や
し
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、
試
験
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
、
実
施
回
数
や

受
験
定
員
の
ほ
か
、
試
験
会

場
に
つ
い
て
も
検
討
を
い
た
だ

き
、
受
験
を
希
望
す
る
人
が

漏
れ
な
く
受
験
で
き
る
よ
う

要
望
す
る
。

令
和
元
年
度

2月定例県議会予算委員会で質問する川名康介県議

実
情
に
沿
っ
た
支
援
を

実
情
に
沿
っ
た
支
援
を
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２
月
定
例
県
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予
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委
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会

２
月
定
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県
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予
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会
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